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本
年
八
月
に
広
島
市
で
発
生
し
た
豪
雨
に
よ
る
土
砂
災
害
で
は
、
多
く
の
人
命
が
失
わ
れ
、

甚
大
な
被
害
が
も
た
ら
さ
れ
た
。
犠
牲
と
な
ら
れ
た
方
々
の
ご
冥
福
を
お
祈
り
す
る
と
と
も

に
、
被
災
さ
れ
た
方
々
に
心
か
ら
お
見
舞
い
を
申
し
上
げ
る
。
ま
た
、
復
旧
・
復
興
工
事
が

安
全
に
行
わ
れ
、
被
災
地
に
お
い
て
一
日
も
早
く
安
全
で
安
心
し
た
生
活
が
送
れ
る
こ
と
を

強
く
願
う
と
こ
ろ
で
あ
る
。 

我
が
国
の
労
働
災
害
は
関
係
者
の
努
力
の
も
と
、
長
期
的
に
は
減
少
し
て
き
た
が
、
平
成

二
十
二
年
か
ら
三
年
連
続
で
増
加
し
た
。
昨
年
は
減
少
し
た
も
の
の
、
今
年
に
入
り
再
び
増

加
傾
向
に
転
じ
て
お
り
、
特
に
、
こ
れ
ま
で
労
働
災
害
防
止
活
動
に
積
極
的
に
取
り
組
ん
で

き
た
製
造
業
、
建
設
業
、
陸
上
貨
物
運
送
事
業
な
ど
で
死
亡
災
害
が
大
幅
に
増
加
し
て
い
る
。

さ
ら
に
小
売
業
や
社
会
福
祉
施
設
、
飲
食
店
に
お
い
て
も
労
働
災
害
の
増
加
傾
向
が
大
き
く
、

極
め
て
憂
慮
す
べ
き
事
態
に
あ
る
。 

そ
の
背
景
に
は
、
景
気
の
緩
や
か
な
回
復
に
伴
う
産
業
活
動
の
活
発
化
に
加
え
、
こ
れ
ま

で
現
場
を
支
え
て
き
た
世
代
の
退
職
、
就
業
形
態
の
多
様
化
な
ど
に
よ
り
安
全
衛
生
の
ノ
ウ

ハ
ウ
が
若
い
世
代
に
う
ま
く
伝
承
さ
れ
て
い
な
い
こ
と
や
安
全
衛
生
教
育
、
安
全
パ
ト
ロ
ー

ル
な
ど
の
安
全
衛
生
活
動
が
十
分
に
展
開
さ
れ
て
い
な
い
こ
と
な
ど
が
考
え
ら
れ
る
。 

今
日
の
こ
の
よ
う
な
状
況
を
打
破
す
る
た
め
に
は
、
経
営
ト
ッ
プ
の
強
い
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ

プ
の
も
と
、
リ
ス
ク
ア
セ
ス
メ
ン
ト
や
危
険
予
知
活
動
な
ど
の
安
全
衛
生
活
動
の
総
点
検
の

実
施
、
事
業
場
の
安
全
衛
生
管
理
体
制
の
充
実
、
雇
入
れ
時
教
育
の
徹
底
を
中
心
と
し
た
効

果
的
な
安
全
衛
生
教
育
の
実
施
な
ど
に
、
労
使
を
は
じ
め
、
関
係
者
が
一
体
と
な
っ
て
取
り

組
ん
で
い
く
こ
と
が
重
要
で
あ
る
。
ま
た
、
心
身
両
面
に
わ
た
る
健
康
づ
く
り
、
と
り
わ
け
、

メ
ン
タ
ル
ヘ
ル
ス
対
策
の
一
層
の
充
実
が
求
め
ら
れ
る
。 

自
主
的
労
働
災
害
防
止
活
動
の
促
進
を
謳
っ
た
労
働
災
害
防
止
団
体
法
の
制
定
か
ら
五

十
周
年
と
い
う
節
目
に
開
催
さ
れ
る
本
大
会
を
契
機
に
、
労
働
災
害
の
増
加
傾
向
に
歯
止
め

を
か
け
、
労
働
災
害
に
よ
る
犠
牲
者
を
こ
れ
以
上
出
さ
な
い
と
い
う
強
い
決
意
の
も
と
、
す

べ
て
の
関
係
者
が
一
丸
と
な
っ
て
、
労
働
災
害
防
止
対
策
に
取
り
組
む
こ
と
を
誓
う
。 

 

 

右
、
宣
言
す
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